


【参考資料１：避難所　初動期（開設に係る）フロー図】

避難所の開設基準
  ①市域で６弱以上を観測　⇒　自動開設（避難所派遣職員が自動参集）
  ②風水害、市域で５強以下を観測　⇒　災害対策本部が開設を決定	

避難所開設に関する手順 


　※停電時は電子ロックが解除されない場合があります。
　※管理棟及び職員室の開錠は、避難所派遣職員到着後に実施。

避難者受入に関する手順 


災害対策本部への連絡先
　電　　　　　話：０７２－８４１－１２２１　
　ＭＣＡ無線番号：１１１
避難所開設時の報告先
　教育委員会総合教育部 ＦＡＸ番号　０７２－８５１－１７１１
資機材・備品一覧
　・施設管理者と協議の上、学校備品を活用して下さい。
　・空欄については、自主防災組織が事前に備蓄しているもの等の記入をお願いします。
　・平時から、資機材等の備蓄場所を確認しておきましょう。
	資機材・備品
	場所
	個数

	毛布
	
	1,000

	断熱シート
	
	500

	ブルーシート
	
	100

	発電機
	
	1

	投光機
	
	2

	簡易トイレ
	
	5

	排便袋
	
	100

	簡易間仕切り
	
	1

	簡易ベッド
	
	45又は15

	パーティション
	
	45又は15

	避難所開設キット
	
	1

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



資機材・備品例
マーカー、Ａ４、Ａ３用紙、メガホンorハンドマイク、筆記用具、避難所運営マニュアル、コードリール、ガムテープ、印刷機・コピー機、平テープorビニールテープ、ホワイトボード


手順①


避難者を受け入れる（避難者名簿を作成）。校区独自の避難所運営マニュアルで受入教室が既に決定している場合は、その内容に沿って受入


手順②


避難所開設が完了したら、避難所派遣職員は開設日時、避難者数などをＦＡＸにて報告する（避難所運営マニュアル　Ｐ３５）








手順①


通用門の電子ロックを開錠し４桁数字＋エンターキーで開錠


手順②


施設の破損状況（外観⇒建物内）を確認する


手順③


施設利用が可能な場合、体育館等を開錠する　　　　　　　　　　　　


手順④


各教室を開錠する際は施設管理者（学校長等）及び避難所派遣職員と連携して避難者の立ち入り禁止スペースを指定する。（校長室、職員室、保健室、理科実験室等の特別教室、放送室、物資の保管場所等重要な部屋）


避難所運営マニュアル　Ｐ５３　建物被害状況チェックシート参照


施設利用が不可能な場合、災害対策本部へ入電し対応を確認する
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